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　実践拠点防災・減災技術研究拠点
　制振工学研究所長

五福谷川遊砂地のイメージ

　東北地方整備局は、年月の東日本台
風で甚大な被害を受けた宮城県丸森町に宮城
南部復興事務所を設置し、県からの権限代行
で阿武隈川水系内川流域の河川事業と砂防事
業、別線整備で本復旧させる国道号丸森
地区災害復旧事業を強力に推進している。
　このうち、内川と五福谷川、新川の３支川あ
わせてカ所の堤防が決壊した河川事業は、
一連区間の施設機能を強化する〝改良復旧〟
区間約．㌔で、堤防断面拡大工法などでか
さ上げと強化を図る。単災区間約．㌔の護
岸復旧なども進む。
　大規模な土砂災害の発生を受けた砂防関連
事業では、２次災害を防ぐ〝緊急的対策〟の
直轄砂防災害関連緊急事業に続き、直接被害
を未然に防止する特定緊急砂防事業を短期・
集中的に実施しており、ことし３月には五福
谷川砂防堰などが完成した。さらに有識者に
よる阿武隈川水系内川流域土砂・洪水氾濫対

策技術検討会を設置し、砂防施設の配置計画
や遊砂地・低水路の施設構造、維持管理計画
などを確認しながら進めている。
　また、被害が大きな現道の本復旧が困難な
国道号の耕野不動～大張川張間約８㌔は、
山側への別ルートで本復旧させる。主要構造
物はトンネルが，㍍、橋梁は㍍の計，
㍍。年年６月に着工し、橋梁下部工な
どを進めており、トンネル工事は年度から
掘削を始める予定だ。

ロボットテストフィールド

　福島イノベーション・コースト構想に基づ
き福島県南相馬市復興工業団地内に整備され
た福島ロボットテストフィールド。インフラ
や災害現場などの実際の使用環境を再現し、
性能評価、操縦訓練ができる〝ロボットを社
会実装する〟ためのナショナルセンターとし
て年３月に県が開設した。陸・海・空のフ
ィールドロボット開発実証機能に加え、調査
研究や人材育成などの事業も展開し、福島の
復興・再生を力強くけん引する〝エンジン〟
としての役割も期待される。
　東西約，㍍、南北約㍍の敷地は▷無
人航空機▷インフラ点検・災害対応▷水中・
水上ロボット▷開発基盤の４エリアで構
成。隣接する浪江町棚塩産業団地内には長距
離飛行試験のための滑走路もあり、年度に
ワールド・ロボット・サミットのインフラ・
災害対応カテゴリー競技も開かれた。
このうち、無人航空機エリアは、国内最大の

飛行区域や滑走路、緩衝ネット付飛行場を備
え、多様な試験環境を提供している。水中・
水上ロボットエリアはダムや河川、水没市街
地、港湾などの水中のインフラ点検と災害対
応実証の国内唯一の試験場となる。
　インフラ点検・災害対応エリアは、構造物
の中で想定されるほぼ全ての災害環境や老朽
化状況を再現。さらに本格機能も備える開発
機番エリアには１月末時点で事業者が入居
しており、各施設の利用者や見学の申し込み
なども受け付けている。

　東北地方の太平洋沿岸を中心に甚大な被害をもたらした東日
本大震災。その後も東北地方はさまざまな自然災害に見舞われ、
自然災害の脅威と〝備え〟の重要性を改めて浮き彫りにした。
東北工業大学で地震動対策などに取り組む防災・減災技術研究
拠点「制振工学研究所」の薛松濤所長に、これまでの震災で得

られた教訓や今後の防災力向上に求められる視点などを語って
もらった。あわせてインフラや災害現場などを再現した開発・
研究拠点「福島ロボットテストフィールド」と宮城県丸森町に
おける年東日本台風からの復旧の２つのプロジェクトを紹介
する。
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